
取り組みの内容

実 践 経 過

病院経営を良好に保つために，患者数の確保や在
院日数のコントロールは必要である．
しかし，年間計画として目標患者数を設定しても

そこに具体的な取り組みが見いだせておらず，病院
全体として患者の受け入れをどうすべきかという視
点や，積極的に関わる姿勢が薄かった．
そこで，看護師長が，自部署の患者動向のみを優

先するのではなく，病院全体として効果的に病床管

理を進め患者確保につなげるために，病床ミーティ
ングを導入した．看護師長同士が情報を出し合い病
院全体のベッド状況を把握し，目標と役割を共有す
ることで看護師長達の経営的視点を広げることにつ
ながった．

１．病床ミーティング導入の経緯と実施
前任地の病院は，病床数３７０床（重心，結核５０を
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患者数の確保は，病院経営の中で重点課題であり，看護師長の病床管理能力が大きく
影響する．急性期病院と地域包括ケア病棟を有する病院において，効果的な病床コン

トロールを行うにあたり，地域包括ケア病棟の目標の共有，各看護単位の情報共有，病院全体と
しての患者確保に関する積極的な意見交換を行うために病床ミーティングを開始した．地域包括
ケア病棟の運用を中心にベッドコントロールを行うことにより，他病棟の役割も明確になり，夜
間に入院した患者の移床もスムーズに進むようになった．看護師長たちは，患者数や病床利用率，

ふ

重症患者や個室希望患者の状況など自部署を優先した病床管理の視点であったが，病院全体を俯
かん

瞰してとらえ自部署の役割を認識しながら病床管理を行う視点をもつようになった．看護師長の
経営的視点の広がりと変化から管理者の育成について考えたので報告する．
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結果・考察

含む）であり，地域支援病院，急性期病院としての
役割を担っている．一般入院基本料１０：１を３病棟
（１病棟はオーバーナイトベッド３床を有する）と
地域包括ケア病棟１病棟を有していた．オーバーナ
イトベッドを持つことで，診療科にかかわらず入院
を受け入れ，翌日にベッドコントロールを行った．
しかし，近隣に大学病院があり，同規模の病院も多
く隣接しており，患者数確保が困難な状況だった．
看護師長がそれぞれにコミュニケーションをとって
病床管理を行っていたが，目標に達しない月があり，
また，緊急入院を受け入れる空床を確保しようとす
るあまり，地域包括ケア病棟に処置のある患者の移
動がでることもある状況だった．そこで，病院全体
を見渡したベッドコントロールにより病床利用率
８０％以上を維持できることを目標に病床ミーティン
グを開始した．

２．地域包括ケア病棟の有効活用と課題
地域包括ケア病棟の患者数や患者層は一般病棟の

患者状況に左右され，地域包括ケア病棟算定要件を
維持することに苦慮していた．そこで，地域包括ケ
ア病棟の目標利用率を８０％に設定し，それを目安に
一般病棟が調整する体制をとり，地域包括ケア病棟
看護師長を中心としての病床ミーティングを重視し
た．地域包括ケア病棟の目標を設定したことについ
て，それを優先させる意味や対象患者の選択への戸
惑いがでたが，地域包括ケア病棟の状況を共有する
ことで，偏りがちな患者移動も，リハビリ単位数や
退院先を確認して調整できるようになり，また，有
料個室の利用についても病棟を越えて利用しようと
いう話し合いができるようになった．どの診療科で
も受け入れる風潮も強まり，結果として一般病棟の
稼働が高まり病床利用率も目標値を維持できた．ミ
ーティング時間は，１０分程度で開始したが，約３カ
月後には，５分とかからなくなった．改善点として，
地域包括ケア病棟への移床に重点が置かれ，重症度，
医療・看護必要度の視点での状況把握が薄く，Ａ得
点２点以上の患者が地域包括ケア病棟に入ってしま
うことの課題が残った．また，有効な病床運営のた
めには，データを基にした管理が必要であり，医事
課の協力を求め，診療点数や地域連携を見据えてい
く必要がある．

３．病床ミーティングの効果
病床ミーティングにより，患者受け入れについて，

自部署だけでなく他部署への意見を発言する機会が
多くなった．地域包括ケア病棟を中心とした病床管
理は，地域包括ケア病棟以外の病棟や外来の役割を
明確にすることにつながり，夜間の緊急入院患者の
移床や個室希望患者のスムーズな入院調整にもつな
がった．看護師長から，空床状況，個室の状況が積
極的に情報提供され患者を病院全体で受け入れる意
識が高まった．
病床管理において看護師長は，①病院の患者の動
向を把握している，②病棟と外来のベッド管理に関
する認識が一致している，③自分の病棟の役割を認
識している，④地域包括ケア病棟への効果的な移床
を考えている，⑤有料個室の有効利用を意識してい
るなどができているかを課題としてあげた．病床ミ
ーティングを行ったことにより，地域包括ケア病棟
の運用を優先した判断ができる，病床管理を自部署
のみでなく病院全体として他病棟に意見が出せる，
自病棟の役割を意識し病棟間の患者移床がスムーズ
にできる，有料個室の利用状況を積極的に提示し患
者を受け入れるなどの変化がみられた．

病床管理は，病院の診療体制や診療の特徴などか
ら，患者数の目標を診療科が優先して決められ，病
棟の機能や体制をみて割り振られている．トップダ
ウンの目標設定であり，看護師長たちのモチベーシ
ョンが上がりにくい．
各看護単位がそれぞれの数値目標に対して，毎月
管理指標を用いて状況報告をしていたが，その数値
を動かすために何をするのか表現できておらず，病
院全体として患者受け入れについての意見も出され
ていなかった．これは，看護師長が自部署の患者動
向を優先するあまりに，病院として効果的に病床管
理が進んでいないためと考えた．病床ミーティング
により，地域包括ケア病棟の状況を具体的に情報提
供し，その運用について看護師長たちが意見を出し
合うなかで，利用率８０％維持を自分たちでコントロ
ールしている意識がもてるようになり，病床管理へ
のモチベーションを上げていると感じた．
これまで，設定された目標を数値でのみを提示し
ていたが，漠然とした数値を達成することを要求し
ても成果が得られにくい．結果のみの判断になり，
自分たちが何をしたかが評価できない．その数値の
持つ意味，何をどうしたらその数値が動くのか，そ
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ま と め
こに自分たちがどう関わるのかを理解していなけれ
ば，行動はおこせない．今回，どのようにしたらよ
り入院患者を受け入れられるか活発に意見が出され
るようになったのは，看護師長たちの行動が実際の
数値を動かしているという実感を持てたことによる
と考えられる．看護師長それぞれが自部署の役割を
認識したことが大きく作用していたと思われる．
今回の経験から，優先すべき目標を設定し，そこ

に全体で取り組むことで，それぞれの病棟，外来で
の役割をとらえていく看護師長たちをみて，数値の
持つ意味を共有することの効果を感じた．何故その
数値が設定されたのか，その数値が変動するには何
が関係しているのか，自分たちはどのように数値に
関わるかを理解し，供することが同時に必要である．
病床ミーティングで，意見を出し合いお互いの今回
の事例では，実際に自分たちが話し合い行動するこ
とで数字が動いたことで，数字の持つ意味がより実
感できた．
課題として，経営的視点を育成するには，現在の

病院収益の点からだけでなく，今後の病院の役割か
ら何が必要であるかを見極め，体制を整えるための
教育的視点を看護師長たちが持つこと，経営に関す
るスタッフ教育についても考えていく必要がある．

病床管理において，看護師長の経営的意識を高め
るためには，自らが数値を動かしているという認識
を持てることが必要である．患者数や病床利用率，
重症患者や個室希望患者の状況などの現状の数値や
急性期病棟，地域包括ケア病棟といったそれぞれの
部署の役割を看護師長同士で共有し，さらに自分が
管理する部署の役割等を振り返り，病院全体を俯瞰
してとらえ，病院としてどうするかという視点で意
見を出し合い，それぞれが行動することが大切であ
る．自分たちの行動が，数値を変化させていくこと
に気づくことができる機会を作ることが経営的視点
を育てることにつながる．

〈本論文は第７１回国立病院総合医学会シンポジウム「こ
れからの看護管理者育成を考えるⅡ―経営的視点を育て
るには（自己の経験より）―」において「目標患者数を
達成するための病床ミーティングを導入して」として
発表した内容に加筆したものである．〉

著者の利益相反：本論文発表内容に関連して申告な
し．
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